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「名所や話題のスポットへのおでかけ」
写真提供：大館市矢立保育所

令和5年度事業報告及び決算の概要
令和6年度秋田県社会福祉大会のお知らせ
主任児童委員制度30周年を迎えて
職場紹介リレー（大館市社会福祉事業団大館市矢立保育所）
県社協からのお知らせ
（介護入門セミナー、介護サービス情報公表システム、
生きがい・健康づくり）　
皆様の善意
シリーズ“こだわりの品”
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◆
福
祉
教
育
の
推
進
に
向
け
た
検
討

・�

福
祉
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・�

市
町
村
に
お
け
る
福
祉
教
育
事
業
へ

の
支
援

・�

福
祉
教
育
推
進
検
討
委
員
会
の
開
催

（
２
回
）

◆�
市
町
村
に
お
け
る
権
利
擁
護
支
援

体
制
の
整
備

・�

権
利
擁
護
支
援
の
体
制
構
築
モ
デ
ル

事
業
の
実
施

　

�

推
進
委
員
会
の
開
催（
３
回
）、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
現
地
指
導
等（
３
市
町

村
）

・�

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業
の
実
施

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
実
務
研
修

会
の
開
催
、
市
町
村
等
の
体
制
整
備

に
関
す
る
巡
回
支
援
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
、
関
係
団
体
等
と
の
協
議
会（
県

域
協
議
会
５
回
、
地
域
協
議
会
４
回
）、

意
思
決
定
支
援
研
修
会
の
開
催
、
法
人

後
見
受
任
体
制
整
備
研
修
会
の
開
催
、

福
祉
制
度
及
び
医
療
利
用
者
の
成
年
後

見
制
度
利
用
促
進
支
援（
３
回
）

◆�

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
取
り
組
む

団
体
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の

充
実
・
強
化

・�

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
実
施

　

支
援
団
体
連
絡
会
議
の
開
催（
２
回
）

　

支
援
団
体
情
報
交
換
会
の
開
催（
４
回
）

　

�

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
向
け
た
人

材
養
成
講
座
の
開
催（
５
回
）

　

助
言
者
の
派
遣（
３
回
）

・�

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
等
支
援
事

業
の
実
施

　

�

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
・
強
化（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
掲
載
の

促
進
、
寄
附
等
の
調
整
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
調
整
、
問
い
合
わ
せ
対
応
）

　

�

県
補
助
金
の
申
請
に
伴
う
相
談
支
援
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布

　
◆�
種
別
協
議
会
・
団
体
と
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
推
進
委
員

会
の
機
能
強
化

・�

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催（
４
回
）

・�

専
門
委
員
会
の
開
催

　

��

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
、
福

祉
教
育
推
進
検
討
委
員
会（
再
掲
）、
社

会
福
祉
施
設
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

・�

種
別
協
議
会
や
関
係
福
祉
団
体
か
ら

の
課
題
解
決
に
向
け
た
県
へ
の
政
策

要
望（
秋
田
県
地
域
福
祉
行
政
懇
談
会

の
開
催
）

◆�

福
祉
人
材
の
確
保
と
マ
ッ
チ
ン
グ

の
促
進

・
求
人
開
拓
の
促
進

　

�

福
祉
人
材
キ
ャ
リ
ア
専
門
員
に
よ
る
事

業
所
訪
問（
事
業
所
訪
問
数
６
６
９
カ

所
、
関
係
機
関
訪
問
数
３
１
７
カ
所
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
訪
問
数
１
１
３
カ
所
）

福
祉
人
材
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
促
進

　

�（
新
規
求
人
事
業
所
数
７
５
８
カ
所
、

有
効
求
人
事
業
所
数
１
、７
９
２
カ
所
）

・
無
料
職
業
紹
介
機
能
の
強
化

　

�

求
人
・
求
職
相
談
、
登
録
受
付（
新
規

求
人
数
２
、５
５
３
名
、
新
規
求
人
事

業
所
数
７
５
８
カ
所
、
応
募
・
紹
介
数

99
名
、
採
用
数
63
名
、
新
規
求
職
者
数

　第 5 期秋田県地域福祉活動計画に基づき、「地域共生の仕組みづくり」「福祉サービスの基盤づくり」「組織・
経営基盤の強化」の 3 つの基本方針に沿って事業・活動を展開し、求められる役割・機能の発揮に努めました。
　このほか、大規模災害への対応として、 7 月大雨では被災地社協における災害ボランティアセンターの運
営を支援したほか、能登半島地震では各分野で職員派遣を行いました。
　さらに、本会としての中長期計画として、第 6 期「秋田県地域福祉活動計画」を策定しました。次年度か
らは新計画に沿って、地域共生社会の基盤づくりや地域福祉の推進に関係機関・団体とともに取り組みます。

秋田県社会福祉協議会秋田県社会福祉協議会

令和５年度 令和５年度 事業報告及び決算の概要事業報告及び決算の概要

【
基
本
方
針
１
】

地
域
共
生
の
仕
組
み
づ
く
り

　

―
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
―

【
基
本
方
針
２
】

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り

　

―
働
き
や
す
く
や
り
が
い
の
感
じ
ら
れ

る
福
祉
の
職
場
づ
く
り
の
推
進
―
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３
２
０
名
、
求
人
相
談
４
、６
６
８
件
、

求
職
相
談
３
、０
２
３
件
）

・�

福
祉
・
介
護
・
保
育
の
し
ご
と
フ
ェ
ア

の
開
催（
２
回
）

・�

無
資
格
・
未
経
験
者
の
就
労
支
援
の
実

施（
ハ
ー
ト
フ
ル
雇
用
就
労
者
２
名
）

・�

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
及
び
理

学
療
法
士
派
遣
事
業
の
実
施（
社
会
保

険
労
務
士
等
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

３
回
、
理
学
療
法
士
派
遣
22
回
）

◆
介
護
職
参
入
促
進
事
業
の
実
施

・�

介
護
の
入
門
的
研
修
の
実
施（
１
日

コ
ー
ス
４
回
、
５
日
コ
ー
ス
４
回
）

　
◆�

中
学
生
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー

等
の
実
施

・
中
学
生
・
高
校
生
等
を
対
象
と
す
る�

介

　

�

護
の
職
場
体
験
事
業
の
実
施（
体
験
者

55
名
）

・�

中
学
生
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催（
２
回
）

◆�

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事

業
及
び
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業
の
実
施

・�

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業

（
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
、
介
護
福

祉
士
実
務
者
研
修
受
講
資
金
、
離
職
介

護
人
材
再
就
職
準
備
金
、
福
祉
系
高
校

修
学
資
金
、
介
護
分
野
就
職
支
援
資
金

等
）の
実
施（
決
定
件
数
２
７
４
件
）

・�

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業（
修
学
資

金
、
入
学
準
備
金
、
就
職
準
備
金
）の

実
施（
決
定
件
数
１
７
５
件
）

◆
福
祉
保
健
従
事
者
研
修
の
充
実

・�
福
祉
保
健
研
修
の
実
施

　

行
政
職
員
研
修（
４
コ
ー
ス
４
回
）

　

段
階
別
研
修（
11
コ
ー
ス
19
回
）

　

特
別
研
修（
２
コ
ー
ス
２
回
）

・�

自
主
企
画
研
修
の
実
施（
15
コ
ー
ス
20

回
）

・�

認
知
症
介
護
研
修
の
実
施（
５
コ
ー
ス

７
回
）

・�

介
護
施
設
等
看
護
実
務
者
研
修
の
実
施

（
４
回
）

・�

訪
問
介
護
員
の
人
材
養
成
に
お
け
る
基

本
研
修
の
実
施（
２
コ
ー
ス
３
回
）

・�

介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
研

修
の
実
施（
２
コ
ー
ス
13
回
）

・�

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
の
実
施

◆�

会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・�

会
員
拡
大
に
向
け
た
加
入
促
進（
新
規

加
入
20
カ
所
）

・�

火
災
共
済
・
自
動
車
共
済
や
図
書
販
売

の
斡
旋
、
自
動
車
リ
ー
ス
の
促
進
、
常

備
薬
の
斡
旋
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保

◆�

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
の
適
正
な

運
営
及
び
利
用
者
の
拡
大

・�

企
業
・
団
体
等
へ
の
訪
問
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
に
よ
る
利
用
者
の
開
拓

・�

自
主
事
業
の
実
施（
会
館
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
介
護
機
器
等
展
示
会
、
知
的
障

害
者
・
精
神
障
害
者
施
設
作
品
等
出
店

販
売
、
特
別
支
援
学
校
生
徒
等
の
作
品

展
示
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
開
催
）

・�
利
用
者
満
足
度
の
把
握
、
大
規
模
修
繕

工
事
の
実
施
等
に
よ
る
利
用
者
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・�

入
居
団
体
総
務
担
当
者
会
議
の
開
催
、

会
館
管
理
運
営
協
議
会
の
開
催
等
に
よ

る
運
営
の
適
正
化

◆�

令
和
５
年
７
月
大
雨
災
害
に
伴
う

被
災
地
支
援

・�

秋
田
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置（
設
置
期
間
７
月
17
日
～

10
月
16
日
）

・�

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員
派

遣（
秋
田
市
：
延
べ
１
、３
６
０
名
、
五

城
目
町
：
延
べ
２
７
３
名
）

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行（
６

回
、
88
名
）

◆�

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
伴
う

被
災
地
支
援

・�

現
地
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
の
職
員
派
遣（
石
川
県
志
賀
町
、

８
名
）※
継
続
中

・�

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）に

よ
る
支
援（
石
川
県
金
沢
市
他
、
12
名
）

・�

生
活
福
祉
資
金（
緊
急
小
口
資
金
）特
例

貸
付
へ
の
支
援（
石
川
県
珠
洲
市
、
２

名
）

【
基
本
方
針
３
】

組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化

【
そ
の
他
】

災
害
時
に
お
け
る
被
災
地
支
援
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令和５年度 一般会計収支決算
資金収支計算書 (単位：円)

科　　目 予　算 決　算 差　異

事業活動収入 772,439,000 775,359,780 △ 2,920,780

事業活動支出 730,095,000 718,900,587 11,194,413

事業活動資金収支差額 42,344,000 56,459,193 △ 14,115,193

施設整備等収入 1,000 93,500 △ 92,500

施設整備等支出 463,000 631,103 △ 168,103

施設整備等資金収支差額 △ 462,000 △ 537,603 75,603

その他の活動収入 1,329,000 1,330,850 △ 1,850

その他の活動支出 17,612,000 17,598,857 13,143

その他の活動資金収支差額 △ 16,283,000 △ 16,268,007 △ 14,993

予備費支出 1,000,000      ― 1,000,000

当期資金収支差額合計 24,599,000 39,653,583 △ 15,054,583

前期末支払資金残高 863,873,000 861,688,176 2,184,824

当期末支払資金残高 888,472,000 901,341,759 △ 12,869,759

事業活動計算書 (単位：円)

科　　目 当年度決算 前年度決算 増　減

サービス活動収益 752,087,347 714,542,342 37,545,005

サービス活動費用 525,573,440 490,831,415 34,742,025

サービス活動増減差額 226,513,907 223,710,927 2,802,980

サービス活動外収益 3,892,188 3,943,122 △ 50,934

サービス活動外費用 0 0 0

サービス活動外増減差額 3,892,188 3,943,122 △ 50,934

経常増減差額 230,406,095 227,654,049 2,752,046

特別収益 3,143,081 484,026 2,659,055

特別費用 217,539,997 221,293,148 △ 3,753,151

特別増減差額 △ 214,396,916 △ 220,809,122 6,412,206

当期活動増減差額 16,009,179 6,844,927 9,164,252

前期繰越活動増減差額 572,366,745 560,521,818 11,844,927

当期末繰越活動増減差額 588,375,924 567,366,745 21,009,179

その他の積立金取崩額 0 45,000,000 △ 45,000,000

その他の積立金積立額 6,501,029 40,000,000 △ 33,498,971

次期繰越活動増減差額 581,874,895 572,366,745 9,508,150

貸借対照表 (単位：円)

科　　目 当年度末 前年度末 増減

〔資産の部〕

流動資産 932,405,977 874,528,906 57,877,071

固定資産 1,637,311,580 1,560,516,895 76,794,685

資産の部合計 2,569,717,557 2,435,045,801 134,671,756

〔負債の部〕

流動負債 46,338,218 26,257,730 20,080,488

固定負債 188,683,002 174,348,374 14,334,628

負債の部合計 235,021,220 200,606,104 34,415,116

〔純資産の部〕

基本金 3,000,000 3,000,000 0

基金 36,501,029 30,000,000 6,501,029

国庫補助金等特別積立金 1,448,820,413 1,364,572,952 84,247,461

その他の積立金 264,500,000 264,500,000 0

次期繰越活動増減差額 581,874,895 572,366,745 9,508,150

純資産の部合計 2,334,696,337 2,234,439,697 100,256,640

負債及び純資産合計 2,569,717,557 2,435,045,801 134,671,756

※事業活動収支の内訳 (単位：円)

科　　目 予　算 決　算 差　異

会費収入 45,578,000 45,578,000 0

寄附金収入 15,135,000 17,394,883 △ 2,259,883

経常経費補助金収入 342,556,000 335,977,920 6,578,080

共同募金配分金収入 8,850,000 7,534,493 1,315,507

助成金収入 2,600,000 2,904,900 △ 304,900

受託金収入 246,105,000 252,614,311 △ 6,509,311

事業収入 79,153,000 80,161,254 △ 1,008,254

負担金収入 4,820,000 4,820,100 △ 100

受取利息配当金収入 4,021,000 3,892,188 128,812

その他の収入 18,798,000 19,389,254 △ 591,254

雑収入 4,823,000 5,092,477 △ 269,477

事業活動収入計 772,439,000 775,359,780 △ 2,920,780

人件費支出 255,544,000 256,613,028 △ 1,069,028

事業費支出 450,478,000 440,959,790 9,518,210

事務費支出 14,248,000 11,628,253 2,619,747

分担金支出 1,358,000 1,358,000 0

助成金支出 4,293,000 4,542,515 △ 249,515

負担金支出 4,174,000 3,799,001 374,999

事業活動支出計 730,095,000 718,900,587 11,194,413

➡
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令和６年度

秋田県社会福祉大会
開催予定！

　本会では、今年度の秋田県社会福祉大

会を「あきた芸術劇場ミルハス」大ホー

ルにて開催する予定です。

　この社会福祉大会が、地域共生社会の

実現に向けた考え方や取組方策を共有す

る機会になればと考えております。

　関係者の皆様には近く詳細をお知らせ

いたしますので、詳しくはそちらをご確

認ください。よろしくお願いいたします。

期　　日　令和６年１０月２９日（火）

会　　場　あきた芸術劇場ミルハス

　　  　　　大ホール

日　　程　午後１時から３時４５分まで

記念講演　東京都立大学准教授

　　　　　  室田　信一　氏

「演題　"地域共生"を実現するために

～�包括的な相談支援、継続的な参加支援 を考
える～（仮題）」

（お問い合わせ）総務企画部　TEL：018-864-2711
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●
現
在
の
活
動

　

仁
井
田
地
区
民
児
協
主
催
の
子
育
て
サ

ロ
ン【
ほ
っ
ぺ
の
会
】は
、
コ
ミ
セ
ン
を
主

会
場
と
し
て
年
10
回
程
度
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
は
妊
娠
中
の
方
～
未
就
学
児
と

そ
の
親
と
し
て
い
ま
す
。
季
節
の
行
事
を

取
り
入
れ
た
工
作
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
童
謡
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

救
命
救
急
講
習
や
地
域

の
こ
ど
も
園
と
連
携
し

て
行
事
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
茶
話
タ

イ
ム
も
実
施
、
参
加
者

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

●
活
動
や
地
域
へ
の
思
い

　

私
は
、
東
日
本
震
災
直
前
の
２
月
に
、

３
歳
の
長
男
と
５
か
月
の
長
女
の
子
育
て

を
し
て
い
る
中
、
他
県
か
ら
秋
田
市
に
転

入
し
ま
し
た
。
知
り
合
い
も
ほ
と
ん
ど
い

な
く
、
震
災
が
起
き
、
地
域
の
こ
と
が
分

か
ら
ず
不
安
で
し
た
。
当
時
、
私
は
民
生

委
員
と
い
う
言
葉
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
多
く
の
人
に【
子
ど
も
に
関
す
る
専

門
の
身
近
な
相
談
し
て
も
い
い
人
】が
い

る
こ
と
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

●
主
任
児
童
委
員
に
な
っ
た
経
緯

　

令
和
元
年
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
前
主
任
児
童
委

員
が
退
任
さ
れ
、
私
が
児
童
部
会
の
部
会

長
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
よ
り
主

任
児
童
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

●
現
在
の
活
動

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の「
身
近
な
大
人
」

に
な
り
た
い
と
思
い
、
母
校
で
あ
る
森
岳

小
学
校
の『
森
小
子
ど
も
見
守
り
隊
』の
一

隊
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
番
の
活
動
は
、
毎
朝
の
集
団
登
校
の

見
守
り
で
す
。
集
合
場
所
か
ら
学
校
ま
で

約
２
㎞
の
通
学
路
を
交
通
安
全
の
旗
を
振

り
な
が
ら
一
緒
に
歩
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
、
今
日
の
一
日
が
始
ま
る

大
事
な
時
間
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
気
持

ち
良
く
一
日
を
ス

タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
、
一
人
一
人
に
あ

い
さ
つ
や
声
が
け
を

す
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
事
故
無
く

元
気
に
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動

　

平
成
13
年
に
主
任
児
童
委
員
に
就
任
し

ま
し
た
。
朝
倉
民
児
協
の
一
員
と
し
て
、

小
学
校
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
朝
の
交
通
量
が
多
い
国

道
を
渡
る
子
ど
も
達
を
見
て
、
登
校
時
の

見
守
り
を
私
自
身
の
活
動
と
し
て
毎
日
行

い
、
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
か

ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
り
、
登
校
途
中
に
具
合
が

悪
く
な
っ
た
子
の
お
世
話
や
学
校
へ
の
連

絡
な
ど
様
々
あ
り
ま
し
た
。「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」と
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
帰
っ

て
き
た
時
は
と
て
も
嬉
し
く
、
良
い
一
日

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

　

訪
問
活
動
を
続
け
る
中
、
転
居
さ
れ
る

方
が
娘
さ
ん
と
一
緒
に
挨
拶
に
来
ら
れ
た

時
は
嬉
し
さ
と
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

近
年
、
私
の
担
当
区
域
は
住
宅
と
ア
パ
ー

ト
建
設
が
多
く
、
住
民
の
把
握
が
難
し
い

状
況
で
す
。
子
ど
も
達
の
見
守
り
や
学
校

運
営
委
員
の
活
動
を
通
じ
、
親
御
さ
ん
と

も
交
流
し
、
地
域
を
知
る
活
動
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン
開
催
し
て
い
ま
す

秋
田
市
仁
井
田
地
区
民
児
協

主
任
児
童
委
員　

内
出　

由
佳

男
性
委
員
も
活
動
し
て
い
ま
す

三
種
町
民
児
協　

山
本
支
部

主
任
児
童
委
員　

三
浦　

清
美

主
任
児
童
委
員
を
経
て
、
区
域
担
当
委
員
へ

横
手
市
朝
倉
民
児
協

現 

民
生
委
員
・
児
童
委
員　

小
原　

美
子

　民生委員・児童委員（区域担当委員）は「地域の見守り役」「地域の身近な相談相手」「専門機関へのつなぎ
役」として、高齢者や障がい者、子どもやその家族からの相談を受け、適切な機関につなぐ役割を担って
います。
　平成6年1月、児童委員活動の更なる推進を図るため、子育て支援や児童の健全育成など児童委員活動
を専門に行う「主任児童委員」制度が創設されました。今回は、子ども達の「身近な大人」として、学校や
関係機関と連携しながら地域で子どもの成長を見守り、子育てを応援する主任児童委員の活動を紹介し
ます。

主任児童委員制度30周年を迎えて
～主任児童委員の活動紹介～ 秋田県民生児童委員協議会

（県民児協）ホームページ
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株式会社 桜 竹
〒０１１－０９３６ 秋田市将軍野南４－１－１２
ＴＥＬ：０１８－８４６－４８８８  ＦＡＸ：０１８－８４７－１６６７

 桜 竹 検 索

慶事・仏事・中元歳暮等贈答品の販売
敬老記念品・記念楯・秋田特産品・民芸品など取扱中

https://www.ouchiku.com

　

当
保
育
所
は
大
館
市
北
部
、
青
森
県

と
の
県
境
に
位
置
し
、
大
館
市
に
５
か

所
あ
る
へ
き
地
保
育
所
の
施
設
で
、
平

成
22
年
よ
り
市
の
指
定
管
理
を
受
け
管

理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な

自
然
と
小
学
校
・
公
民
館
が
隣
接
す
る

環
境
に
恵
ま
れ
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

が
あ
り
、
交
流
も
盛
ん
で
す
。　

　
「
心
も
体
も
生
き
生
き
と　

生
き
る

力
の
基
礎
を
培
う
」を
保
育
目
標
に
、

子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
や
っ
て
み
よ

う
！
と
主
体
的
に
活
動
し
、
自
信
が
も

て
る
よ
う
に
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
い
く
つ

か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い

る
地
域
に
魅
力
を
感
じ
、
愛
着
が
も
て

る
よ
う
、
名
所
や
話
題
に
な
っ
て
い
る

所
へ
出
か
け
、
発
見
や
気
付
き
を
皆
で

共
感
す
る
取
組
で
す
。
今
年
度
も
春
か

ら「
男
神
山
水
芭
蕉
群
生
地
」や「
長
走

風
穴
」な
ど
に
行
き
ま
し
た
。
保
育
所

で
出
か
け
た
後
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

発
信
で
、
家
族
で
出
か
け
、
お
家
の
方

が
初
め
て
知
っ
た
、
子
ど
も
に
教
え
て

も
ら
っ
た
、
と
い
う
報
告
も
あ
り
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
昨
年
度

か
ら
地
域
の
農
家
民
宿「
酒
こ
し
舞
」に

宿
泊
の
外
国
人
の
方
と
の
交
流
も
始
め

ま
し
た
。
５
月
は
一
緒
に
兜
を
作
っ
て

日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
食
育
活
動
で
す
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
に

は
、
す
ぐ
近
く
に
山
菜
や
草
花
、
木
の

実
な
ど
が
豊
富
に
あ
り
、
採
取
の
経
験

が
で
き
ま
す
。
５
月
、
地
域
の
方
か
ら

の
お
誘
い
が
あ
り
、
ア
カ
シ
ア
の
花
を

採
取
し
、
天
ぷ
ら
に
し
て
味
わ
い
ま
し

た
。
熊
や
害
虫
対
策
な
ど
、
地
域
の
方

の
協
力
や
支
援
を
得
な
が
ら
、
安
全
に

配
慮
し
て
可
能
な
限
り
園
外
保
育
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
庭
や
園
舎

裏
に
あ
る
畑
の
野
菜
栽
培
は
、
子
ど
も

た
ち
全
員
で
種
や
苗
を
植
え
、
水
や
り

か
ら
収
穫
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

で
も
野
菜
の
生
長
の
変
化
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
２
歳
児
は
畑
で
土
い
じ
り
か

ら
始
ま
り
、
３
歳
児
は
虫
探
し
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
を
温
か

く
見
守
り
土
や
虫
に
じ
っ
く
り
触
れ
る

経
験
や
、
山
菜
や
野
菜
、
木
の
実
な
ど

職
場
紹
介

リ
レ

No46

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
員

施
設
・
市
町
村
社
協
等
の
広
報

担
当
者
に
よ
る
職
場
紹
介
を
リ

レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

大
館
市
社
会
福
祉
事
業
団 

大
館
市
矢
立
保
育
所

所
長　

成
田　

祥
子

「
ふ
れ
あ
い
　
つ
な
が
り

　
み
ん
な
笑
顔
」

を
味
わ
う
喜
び
を
通
し
て
、
年
長
児
に

な
る
頃
に
は
畑
の
活
動
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
へ
き
地
保
育
所
の
少
人

数
保
育
の
利
点
を
生
か
し
、
子
ど
も
一

人
一
人
を
見
つ
め
、丁
寧
に
寄
り
添
い
、

自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
を
育
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
人
・
も
の
・
こ
と
と
関
わ
る
経
験

や
体
験
が
、
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ

た
矢
立
地
区
に
魅
力
を
感
じ
主
体
的
な

活
動
や
自
信
と
な
っ
て
、
将
来
、
地
元

に
い
て
も
、
離
れ
て
い
て
も
ふ
る
さ
と

を
思
い
、
支
え
る
大
人
へ
と
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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問い合わせ先

問
い
合
わ
せ
先

施設振興・人材・研修部　秋田県介護サービス情報指定情報公表センター

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎（０１８）８２４－３８８８

☎
（
０
１
８
）
８
６
４
︱
３
１
６
１

　

―
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ

た
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
施
設

を
比
較
・
検
討
し
て
、
で
き
る
だ
け
、
自

分
の
希
望
に
か
な
っ
た
事
業
所
・
施
設
を

適
切
に
選
び
た
い
―

　
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
」

は
、そ
の
よ
う
な
利
用
者
の
要
望
に
応
え
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
自
宅
に
居
な
が
ら

い
つ
で
も
誰
で
も
自
由
に
事
業
所
等
の
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

本
会
で
は
、
介
護
未
経
験
の
方
が
介
護

の
現
場
や
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
る「
介

護
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
対
象
は
、
介
護
の
仕
事
を
し
て
み

た
い
方
、
介
護
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
方
、

子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
た
方
、
定
年
に
よ

り
退
職
を
予
定
し
て
い
る
方
、
家
族
の
介

護
に
活
か
し
た
い
方
、
学
生
の
方
な
ど
幅

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
１
日
コ
ー
ス（
３
時
間
）

　

開
催
日
：
９
月
３
日（
火
）
／

　
　
　
　
　

11
月
12
日（
火
）

◆�

介
護
に
関
す
る
基
礎
知
識（
介
護
保
険

制
度
の
概
要
、
相
談
機
関
）

◆�

介
護
の
基
本（
介
護
時
の
安
全
・
安
楽

な
体
の
動
か
し
方
、
介
護
予
防
体
操
）

②
４
日
コ
ー
ス（
21
時
間
）

　

開
催
日
：

　
　

９
月
３
日（
火
）・
４
日（
水
）・

　
　
　
　

11
日（
水
）・
12
日（
木
）
／

　
　

11
月
12
日（
火
）・
13
日（
水
）・ 

　
　
　
　

20
日（
水
）・
21
日（
木
）

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
厚
生
労
働
省
と
各

都
道
府
県
に
よ
り
運
営
し
て
お
り
、
本
会

は
秋
田
県
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

な
い
方
で
事
業
所
等
の
情
報
を
入
手
し
た

い
場
合
は
、
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）、
ま
た
は
公
表
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆�

基
本
的
な
介
護
の
方
法（
介
護
職
の
役

割
、
基
本
的
な
介
護
技
術
）

◆�

認
知
症
の
理
解（
認
知
症
の
基
礎
知
識
、

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
支

援
や
関
わ
り
方
）

◆�

障
害
の
理
解（
障
害
に
関
す
る
基
礎
知

識
、
障
害
児
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る

支
援
や
関
わ
り
方
）

◆�

介
護
に
お
け
る
安
全
確
保（
介
護
現
場

で
の
事
故
や
感
染
の
予
防
、安
全
対
策
、

腰
痛
予
防
）

※�

４
日
コ
ー
ス
の
全
日
程
21
時
間
を
修
了

す
る
と
、
修
了
証
明
書
が
発
行
さ
れ
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び
生
活
援
助

従
事
者
研
修
課
程
の
一
部
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

�　

セ
ミ
ナ
ー
会
場
は「
秋
田
県
社
会
福

祉
会
館
」で
す
。
多
く
の
方
々
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

～
ご
活
用
く
だ
さ
い
～

～
ご
活
用
く
だ
さ
い
～

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム

『
介
護
入
門
セ
ミ
ナ
ー

『
介
護
入
門
セ
ミ
ナ
ー  

in
　
秋
田
』

秋
田
』

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中
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問い合わせ先　
地域福祉・生きがい振興部／生きがい・健康づくり担当　TEL（018）824-2777　FAX（018）864-2742

　本会では、県から生活支援体制整備支援事
業を受託しています。
　県内各地で活躍するSC（生活支援コーディ
ネーター）の取組や悩みを共有するため、令和
５年度から「SCリレートーク」を県内SC向けに
発行しております。
　今年度分からWebサイトでの公開もスター
トしました。
　昨年度分も含め、順次更新予定ですのでぜ
ひご覧ください。

　介護が必要になった時に利用できる制度や
福祉用具について学べる講座を開催します。

詳しくは本会Webサイトを
ご覧ください　⇒⇒⇒

URL：

https://www.akitakenshakyo.or.jp/sanka/

kaigokoza/page-122/

URL：

https://www.akitakenshakyo.or.jp/shiritai/

chiikifukushi-katsudo/page-8570/page-8578/

県民介護講座のご案内本会 Web サイト内に
県内の生活支援コーディネーターの
取組紹介ページを新設しました！

日にち 内　　　容

　9 月 30 日 ( 月 ) 社会資源と介護保険を学ぶ

10月 21 日 ( 月 )
介護保険の手続きを実際に体
験する

11月 11 日 ( 月 )
介護保険サービス（訪問サー
ビス）について学ぶ

12月 9 日 ( 月 )
介護保険サービス（福祉用具）
について学ぶ

社会福祉あきた  No.376社会福祉あきた  No.376

99



ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ふくしの保険 検 索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

https://www.fukushihoken.co.jp令和６年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から補償（＊）

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

　　
　
【
令
和
６
年
５
月
１
日
か
ら

７
月
10
日
ま
で
】

◎
ご
寄
附
◎　

　

 

●
合
同
会
社
新
声　

様

	
２
０
０
、０
０
０
円

　

 

●�

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

秋
田
支
店　

様

　

 

●�

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社

秋
田
支
店　

社
員
有
志　

様

　

 

●
明
治
安
田
生
命
秋
田
支
社　

様

　

 

●�

朝
日
生
命
保
険
相
互
会
社
秋
田
支
社　

様
	

１
３
２
、０
０
０
円

　

 

●
匿
名　

様	

１
０
、０
０
０
円

　

 

●
匿
名　

様	

２
０
０
、０
０
０
円

　
◎
物
品
預
託
◎

　

 

●
匿
名　

様

　
　
《
座
布
団　

９
枚
》

　
　
　
　
　
　

⇦

　
秋
田
県
心
身
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

 

●
金　

康
宏　

様	

２
０
、０
０
０
円

　

 

●
公
益
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

様

１
５
１
、５
２
０
円

　

 

●
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

	

２
８
、８
０
０
円

　

 

●
匿
名　

様	

２
６
、７
９
０
円

　

 

●
株
式
会
社
か
ん
き
ょ
う　

様

	

１
０
、０
０
０
円

合同会社新声　様

東京海上日動火災保険株式会社秋田支店　様
明治安田生命秋田支社　様

朝日生命保険相互会社秋田支社　様
（公社）秋田県トラック協会　様

皆

様

の

善

意

問
い
合
わ
せ
先

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
魁
新
報
社
を
通
じ
て
ご
寄
附
い
た
だ
く
場
合

　

本
社
又
は
各
支
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
秋
田
魁
新
報
「
善
意
」
の
欄
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。

銀
行
か
ら
振
込
み
で
ご
寄
附
い
た
だ
く
場
合

　

専
用
振
込
用
紙
に
よ
り
送
金
手
数
料
無

料
で
振
込
み
が
で
き
ま
す
。

物
品
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
く
場
合

　

車
椅
子
（
未
使
用
品
）
や
音
楽
会
等
の

イ
ベ
ン
ト
の
招
待
券
な
ど
は
、
希
望
を
お

伺
い
し
な
が
ら
、
県
内
の
社
会
福
祉
施
設

へ
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
７
月
24
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
っ
て
、
本
県
で
は
多
く
の
市
町
村
で

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

住
家
の
被
害
は
２
９
９
棟
（
８
月
16

日
秋
田
県
災
害
対
策
本
部
発
表
）
と
な

り
、
由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
・
上
小

阿
仁
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
被
災
さ
れ
た
方
た
ち
が
一
日
も
早

く
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
８

月
19
日
現
在
）

　

由
利
本
荘
市
と
に
か
ほ
市
へ
は
、
本

会
及
び
近
隣
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
し
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

本
会
や
当
該
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
県
内
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
お
考
え

の
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

最
新
の
情
報
を
御
確
認
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

総
務
企
画
部　
総
務
・
企
画
情
報
担
当

☎
（
０
１
８
）
８
６
４-

２
７
１
２

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ふくしの保険 検 索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

https://www.fukushihoken.co.jp令和６年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から補償（＊）

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ
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2024年９月号　令和６年8月30日
　発　行／秋田県社会福祉協議会　秋田県秋田市旭北栄町１番５号　TEL（018）864 -2711　FAX（018）864 -2702

こだわりの品
～本会会員である障害者施設等の
製品や販売活動をシリーズで紹介～

シリーズ

湯沢市の地域生活支援拠点「愛光園」
で実施しているカフェ事業について
ご紹介します！

　

社
会
福
祉
法
人
雄
勝
な
ご
み
会

（
理
事
長　

佐
藤
博
）
は
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
一
元
化
計
画
に
基
づ

き
、
令
和
５
年
６
月
か
ら
湯
沢
市
街

地
に
新
た
に
開
設
さ
れ
た
地
域
生
活

支
援
拠
点
愛
光
園
の
敷
地
内
に
、

・
就
労
訓
練
の
場

・
利
用
者
の
持
て
る
力
の
発
表
の
場

・
地
域
交
流
・
社
会
参
加
の
場

と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ　

ふ
れ
ん
ど
り
」
を
同
年
12
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

手
作
り
、
地
物
に
こ
だ
わ
り
、
お
い

し
く
、
安
全
安
心
な
商
品
の
製
造
販
売

に
努
め
て
い
る
「
ふ
れ
ん
ど
り
」
の
商

品
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

お
す
す
め
は
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
。

１
日
約
90
～
１
８
０
本
製
造
し
て
い

る
人
気
商
品
で
す
。
旧
市
内
で
親
し
ま

れ
て
い
た
昔
な
が
ら
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
を
再
現
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
製
造
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

元
の
方
や
帰
省
し
て
き
た
方
も
こ
の
ア

イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
食
べ
て
懐
か
し

む
声
が
聞
こ
え
て
く
る
ま
さ
に
「
湯
沢

市
民
懐
か
し
の
味
」
の
商
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

製
造
か
ら
販
売
ま
で
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
の
ご
利
用
者
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
材
料
の
計
量
か
ら
、
寸
胴
鍋
で
の

液
作
り
、
型
へ
の
流
し
込
み
と
冷
凍
、

袋
詰
め
ま
で
一
本
一
本
手
作
業
で
行
っ

て
い
ま
す
。

今
春
か
ら
積
極
的
に
新
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
に
取
り
組
み
、
夏
限
定
の
「
冷
や

し
ぶ
っ
か
け
そ
ば
」
や
新
作
ス
イ
ー
ツ

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
季
節
に

合
わ
せ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
す
。
市
内
の
企
業
や
施

設
へ
は
訪
問
販
売
に
も
伺
っ
て
い
ま

す
。
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
の
手
作
り
ハ
ン

バ
ー
グ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
や
鶏
か
ら
デ
ィ
ッ

シ
ュ
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
。
ま

た
、
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
と
ス
イ
ー

ツ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
の

憩
い
の
場
と
し
て
も
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
是
非
ふ
れ
ん
ど
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を

堪
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
そ
の

お
い
し
さ
に
驚
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
、
地
域
の
方
々
の
交

流
の
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
方
々
の
「
な
じ
み
の
店
」
に
な
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
話
す
ふ
れ
ん
ど
り
の
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
。

ふ
れ
ん
ど
り
で
は
、
カ
フ
ェ
だ
け
で

な
く
ご
利
用
者
が
制
作
し
た
作
品
等
も

展
示
し
て
お
り
、
就
労
の
場
だ
け
で
な

く
、「
芸
術
表
現
の
場
」
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
多
様
な
顔
を
持
つ
ふ
れ
ん
ど
り

に
是
非
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

☆
懐
か
し
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

☆
懐
か
し
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

☆
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

☆
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

ミ
ル
ク
、
い
ち
ご
、
あ
ず
き

の
３
種
類
、
１
本
１
５
０
円

鶏からディッシュ
￥８００

ハンバーグディッシュ
￥８００

商品に関するお問い合わせ

コミュニティカフェ
ふれんどり

https://www.ogachi-nagomi.net/partner/

秋田県湯沢市字両神１６－１

HP

TEL 0183-56-6107
FAX 0183-56-6108

バーガーセット５種
￥５００～６００

社会福祉あきた  No.376社会福祉あきた  No.376

1212


